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新型コロナウイルス感染拡大で始まった今年度も、残すところ数日で終わろうとしています。まだまだ、感

染症の終わりは見えない状況ではありますが、ワクチンの開発、新しい生活様式等々、感染症対策を施し

ながら、人々は強く生きていきます。子どもたちも、表には出さないストレスを抱えながらもたくましく生き、

生活していることを十分に感じさせてくれました。２４日には６年生がいよいよ松橋小学校を卒業します。翌

日、２５日は一年の締めくくりである修了式です。この一年間の頑張りと一人一人の成長について、振り

返ってもらえたらありがたいなと思っています。そして、４月になれば新しい学年、生活が始まります。春休

みの期間、しっかり充電して新たな学年で、さらなる成長してくれることを願っています。

保護者の皆様には、本校へのご理解とご協力本当にありがとうございました。これからも引き続き感染

症対策に留意しながら、子供たちを見守っていただく事を切に願い、一年間のお礼のあいさつとさせてい

ただきます。
送別遠足で岡岳公園へ行きました。その日の朝はみんな
ニコニコ笑顔で登校していたように思います。美味しそうな

お弁当を開いて見せ合ったり、自慢したり！楽しい一日を過

ごしました。スパゲティをくわえてひょうきんなしぐさも見

せてくれました。

器楽部の皆さんが中庭
コンサートを開いてくれ
ました。今年度は、コン
クールも全て中止になり、
とても残念な一年でした
が、演奏は短時間で仕上
げたとは思えないほどの
完成度でした！

一人に一台！タブレット
が導入されました。低学年

には６年生が操作のお手伝

いに来てくれました。今後、

家庭での活用も検討してい

きます。


